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　「中日新聞 LINKED」は毎号約 60 万部発行
されている。紙面内容はインターネットでも公
開（e-LINKED）され、多くの人に情報発信さ
れている。
　こうして「広報する」と「広報される」を
ミックスさせることで、効果的に当院や赤十字
について、地域を取り巻く医療問題について、
多くの人に知っていただき、考えていただくこ
とが出来た。また、内容がリンクしていること
で「中日新聞 LINKED」の読者や「e-LINKED」
の閲覧者を当院のホームページや広報誌へと誘
導する図式ができあがり、マルチでリンクした
形となっている。
　今後、より良い広報をしていくためには、そ
れを評価し、改変していく必要がある。その方
法の一つとして当院では Web メールモニター
の募集を始めた。年２回のペースで当院 HP や
広報誌についてのアンケート調査を行い、その
結果を今後の広報に活かしていこうと考えてい
る。
　その他当院では「対話型広報」への取り組み
も行なっている。対話型広報とは発信する側と
受け取る側との対話を重視する方法である。院
内にある赤十字インフォメーションセンター
では、医師やコ・メディカル等による、病気や
薬などに関するミニ講座を行っており、直接患
者さんやその家族の質問に答えるなど、良いコ
ミュニケーション作りの場となっている。
　また地域の方々を対象にした院長・看護部長
と巡る院内見学ツアーも行っており、直接参加
者からの率直な意見を聞くいい機会となってい
る。
　最後に、広報担当は病院の倫理観や価値観を
共有し、日頃から各部署と多様なコミュニケー
ション機会をもつ必要がある。当院では、事実
を伝え、読者と対話する広報を今後も勧めてい
きたい。
図４　Future8510臨時増刊号
図５　LINKED特集
　また東日本大震災の折には「Future8510 臨
時増刊号」を３万部発行した（図４）。当院救
護班の活動などを記録したこの増刊号は、院内
外の研修だけでなく、看護学校の教材としても
配布された。この増刊号の発行日には「中日新
聞 LINKED」でも、同じく東日本大震災を特
集し（図５）、東海地方の災害医療についても
言及している。この際も増刊号の構想に併せて
記者と同時に現地へ行って取材を行ったため、
内容は赤十字や当院の活動が十分感じられるも
のとなっている。
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